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薩南諸島初記録のカワハギ科ウマヅラハギ属 3種
（アズキウマヅラハギ・センウマヅラハギ・ゴイシウマヅラハギ），
および Cantherhinesに対する標準和名ハクセイハギ属（新称）の提唱

松本達也 1・前川隆則 2・本村浩之 3

Three species of the genus Thamnaconus (Tetraodontiformes: 
Monacanthidae) are recorded for the first time from the Satsu-
nan Islands (including the Osumi, Tokara, and Amami Islands), 
Japan, on the basis of collected specimens. A single specimen 
of T. fijiensis Hutchins and Matsuura, 1984 [238.1 mm standard 
length (SL)], characterized by numerous dark brown blotches on 
the body, including around anus, was collected from off Ama-
mi-oshima island, Amami Islands. A single specimen of T. mul-
tilineatus (Tanaka, 1918) (201.6 mm SL), characterized by nu-
merous dark brown longitudinal lines on the body, was collected 
from off Yokoate-jima island, Tokara Islands. Two specimens of 
T. tessellatus (Günther, 1880) (246.4–255.9 mm SL), character-
ized by numerous blotches on the body, except for around anus, 
were collected from off Iwo-jima island, Osumi Islands, and 
Amami-oshima island. These specimens were described herein 
in detail. In addition, a new standard Japanese name is proposed 
for the monacanthid genus Cantherhines.
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 Abstract

カワハギ科ウマヅラハギ属（Monacanthidae: Thamnaco-

nus）は，腰骨後縁に 2対で構成された合計 4個の不動の

鞘状鱗をもつこと，雌雄ともに背鰭と臀鰭が前方に向か

うほど高くなること，第 1背鰭棘起部が眼窩中央より後

方に位置すること，第 1背鰭棘側面に側方を向く小突起

が多数存在すること，第 1背鰭棘の後方背面に浅い溝が

あること，脊椎骨数が 19であることなどの特徴をもつ

（Hutchins, 1977, 2001; Matsuura, 2021）．日本に生息するウ

マヅラハギ属魚類はアズキウマヅラ T. fijiensis Hutchins and 

Matsuura, 1984，サラサハギ T. hypargyreus (Cope, 1871)，キ

ビレカワハギT. modestoides (Barnard, 1927)，ウマヅラハギT. 

modestus (Günther, 1877)，センウマヅラハギ T. multilineatus 

(Tanaka, 1918)，およびゴイシウマヅラハギ T. tessellatus 

(Günther, 1880)の 6種が知られている（林・萩原，2013; 

Matsuura, 2017）．なお，センウマヅラハギは従来センウマ

ヅラハギ属 Cantherhinesに分類されていたが，腰骨後縁

に 2対で構成された合計 4個の不動の鞘状鱗をもつことな

どの形態的特徴に基づき，ウマヅラハギ属に帰属された

（Hutchins and Randall, 1982; Randall, 2007; Matsuura, 2017）．

日本産ウマヅラハギ属魚類のうち，アズキウマヅラは

国内からは紀伊半島沖や小笠原諸島から，センウマヅラハ

ギは房総半島から土佐湾にかけての本州太平洋岸や富山

湾，東シナ海から，およびゴイシウマヅラハギは相模灘か

ら鹿児島湾にかけての本州太平洋側沿岸や富山湾，沖縄島

からそれぞれ記録されている（林・萩原，2013）．

2021年 5月に，奄美大島近海において 1個体のアズキ

ウマヅラが釣獲された．また，同年 6月にトカラ列島横当

島近海において，1個体のセンウマヅラハギが釣獲され，

さらに同年 5月と 7月には奄美大島近海と大隅諸島硫黄島

近海にてそれぞれ 1個体のゴイシウマヅラハギが釣獲され

た．これらの標本は，それぞれ琉球列島におけるアズキ

ウマヅラの初記録，薩南諸島におけるセンウマヅラハギ

とゴイシウマヅラハギの初記録となるため，ここに詳細

を報告する．なお，センウマヅラハギが Cantherhinesから

Thamnaconusに変属されたことに伴い，前者に適用されて

いた標準和名「センウマヅラハギ属」を「ハクセイハギ属

（新称）Cantherhines」に改称する．

材料と方法
計数・計測方法は，Matsuura (1980)とそれを一部改変

したMatsuura and Chiba (2013)にしたがった．体各部の計

測はノギスを用いて 0.1 mm単位で行った．標準体長は体

長または SLと表記した．生鮮時の体色の記録は，ホルマ
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リン固定の前に撮影された標本のカラー写真に基づいて記

載した．標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村

（2009）に準拠した．本報告に用いた標本は鹿児島大学総

合研究博物館に保管され，上記の生鮮時の写真は同館デー

タベースに登録されている．本文中で使用されている研究

機関略号は，KAUM（鹿児島大学総合研究博物館），KPM

（神奈川県立生命の星・地球博物館），MNHN（フランス

国立自然史博物館），NMMB（台湾国立海洋生物博物館），

NMST（国立科学博物館），および USP（南太平洋大学応

用科学研究所）である．

Thamnaconus fijiensis Hutchins and Matsuura, 1984

アズキウマヅラ
（Fig. 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 157270，体長 238.1 mm，奄美群島奄美

大島北西沖の大島新曽根，水深 150–250 m，2021年 5月

27日，一本釣り，境　喜美夫．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table1

に示した．体は前後方向に長い楕円型で強く側扁する．背

縁は吻端から第 1背鰭起部まで緩やかに上昇し，第 1背鰭

起部から第 2背鰭起部にかけて体軸とほぼ平行になりつつ

わずかに上昇し，第 2背鰭起部から尾鰭基底上端にかけて

緩やかに下降する．第 1背鰭後方の背面は，浅い溝状の凹

面となっている．腹縁は下顎先端から腰骨後端の鞘状鱗ま

で緩やかに下降し，そこから臀鰭起部にかけて急激に上昇

する．臀鰭起部から尾鰭基底下端にかけては緩やかに上昇

する．口裂は小さく，上顎に 5本，下顎に 3本の先端が尖っ

た歯が並ぶ．鰓孔は裂孔状を呈し，先端は眼の先端より前

方に位置し，後端は眼の中央よりやや後方に位置する．眼

と瞳孔はともに正円形．互いに近接した前鼻孔と後鼻孔が，

眼の前縁前方に位置する．第 1背鰭起部は眼の中央直上に

位置する．第 1背鰭の第 1棘は太くて直線的で，側面のや

や後方には多くの小棘が縦に 1列に並ぶ．第 2背鰭起部は

臀鰭起部よりもわずかに前方に位置し，第 2背鰭基底後端

は臀鰭基底後端直上に位置する．第 2背鰭の背縁は起部か

ら第 8軟条まで上昇し，そこから緩やかに下降する．臀鰭

起部は第 2背鰭第 6軟条直下に位置する．臀鰭の腹縁は起

部から第 7軟条にかけて下降し，そこから緩やかに上昇す

る．胸鰭基底の上端と下端はいずれも眼の中央直下に位置

する．胸鰭は短く，後縁は丸みを帯びる．胸鰭基底上端は

口よりも下方に位置する．腰骨後端には左右 2対の不動の

鞘状鱗を有する．尾鰭は丸みを帯び，中央部は後方へ膨出

する．肛門は正円形を呈し，臀鰭起部の前方に位置する．

色彩　生鮮時（Fig. 1）―体は一様に淡い茶色を呈する．

体側には瞳孔よりも小さな黒褐色の斑紋が多数存在する．

頭部や背側に位置する斑は，体側のものよりも小さい．眼

から吻部にかけて 4本の淡い茶色の筋が伸びる．体背部に

Fig. 1. Fresh specimen of Thamnaconus fijiensis (KAUM–I. 157270, 238.1 mm SL) from Amami-oshima island, Amami Islands, 
Satsunan Islands, Japan.
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は，眼から第 2背鰭基底後端付近にかけて 2本の淡い茶色

の筋が伸びる．第 2背鰭基底部と臀鰭基底部付近には 3つ

の褐色斑が存在する．円みを帯びた目立つ雲状の褐色斑が，

肛門の周囲を囲むように存在する．第 1背鰭は灰白色で基

部付近は茶褐色．第 1背鰭の鰭膜は黄色．胸鰭，背鰭，臀

鰭の各軟条は黄色がかった白色を呈し，鰭膜は白．鞘状鱗

は灰褐色．尾鰭の鰭条は淡い茶色で鰭膜は白色，尾鰭には

背腹方向に伸びる 2筋の湾曲した褐色帯がある．虹彩は茶

色を呈し，瞳孔は青みがかった黒色．

分布　日本，台湾，ニューカレドニア，およびフィ
ジーから記録されている（Hutchins and Matsuura, 1984; 

Matsuura and Tyler, 1997; Tang, 2020）．日本国内では，これ

までに紀伊半島（Matsuura, 1999）と小笠原諸島（林・萩原，

2013）から記録されている．なお，林・萩原（2013）は小

笠原諸島における本種の記録の根拠を記していないが，父

島列島父島から得られた 1標本（KPM-NI 14020）に基づ

くものと思われる．本研究によって，本種の琉球列島にお

ける分布も確認された．

備考　大島新曽根産の標本は，体側に多数の暗褐色斑
があり，頭部の斑が体側の斑よりも小さいこと，体背側の

褐色斑が直線状に縦列すること，暗褐色斑が肛門を取り囲

むこと，および尾鰭に 2本の暗色横帯があることなどが，

Hutchins and Matsuura (1984)やMatsuura (1999)が示したア

ズキウマヅラ Thamnaconus fijiensisの特徴と一致したため

本種に同定された．

アズキウマヅラは体側に多数の暗褐色斑を有すること

により，ゴイシウマヅラハギと西インド洋に分布する T. 

fajardoi Smith, 1953の 2種を除く同属他種と識別される．

アズキウマヅラは尾鰭に 2本の暗色帯があることや肛門付

近に暗褐色の斑紋があることによってゴイシウマヅラハギ

と，頬の褐色斑が体側の褐色斑よりも小さいことや体背側

の褐色斑が直線状に縦列することによって T. fajardoiと識

別される（Hutchins and Matsuura, 1984; Matsuura, 1999）．

Thamnaconus fijiensis は Hutchins and Matsuura (1984) に

より，フィジー産の 1標本（USP 4541）に基づいて新種

として記載され，その後，Matsuura (1999)は和歌山県白浜

から採集された 1標本（NMST-P 55158）に基づいて新標

準和名アズキウマヅラを提唱した．Tang (2020)は上記の 2

標本，およびMatsuura and Tyler (1997)によって報告され

たニューカレドニア産 1標本（MNHN 1995-528）の文献

情報と，台湾産 1標本（NMMB-P 33671）の計 4標本に基

づいて本種の形態的特徴を示した．大島新曽根産標本の各

鰭条数は，Tang (2020)の示した値と完全に一致した．大

島新曽根産標本の計測形質も概ね Tang (2020)の値の範囲

Table 1. Counts and measurements (as % of SL) of Thamnaconus fijiensis, T. multilineatus, and T. tessellatus from the Satsunan Is-
lands, Japan.

T. fijiensis T. multilineatus T. tessellatus
Amami-oshima island Yokoate-jima island Amami-oshima island Iwo-jima island

KAUM–I. 157270 KAUM–I. 157942 KAUM–I. 156862 KAUM–I. 158646
Standard length (SL; mm) 238.1 201.6 255.9 246.4
Counts

Dorsal-fin rays II, 33 II, 32 II, 33 II, 36
Anal-fin rays 32 31 31 33
Pectoral-fin rays 13 13 13 13
Coudal-fin rays i, 10, i i, 10, i i, 10, i i, 10, i

Measurements (as % of SL)
Body depth 39.5 39.0 31.8 33.7 
Oblique body depth 41.9 40.3 33.4 35.7 
Body width 13.0 14.1 11.3 11.0 
Head length 32.3 30.6 29.4 29.7 
Snout length 27.1 26.1 25.3 23.9 
Eye diameter 8.5 9.2 9.0 7.8 
Interorbital width 9.2 9.2 8.6 8.8 
Gill-opening length 10.5 11.0 8.2 8.5 
Snout to origin of 1st dorsal fin 30.6 32.1 32.0 29.3 
Snout to origin of anal fin 71.5 68.5 64.6 66.2 
Coudal-peduncle depth 9.6 9.1 7.7 7.5 
Coudal-peduncle length 10.3 11.1 14.4 12.3 
1st dorsal-spine length 20.8 26.2 20.0 23.1 
Interdorsal space 29.4 33.6 27.2 26.2 
Longest 2nd dorsal-fin ray length 13.5 12.6 12.5 11.6 
2nd dorsal-fin base length 32.8 33.4 30.9 34.5 
Longest anal-fin ray length 12.0 12.2 11.4 10.7 
Anal-fin base length 29.1 28.6 26.7 28.3 
Coudal-fin length 21.1 23.8 19.9 22.5 
Pectoral-fin length 10.5 10.7 9.6 9.5 
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内に一致したが，尾柄高（大島新曽根産標本では体長の

9.6%，台湾産の 1標本では 8.8%），背鰭前長（大島新曽根

産標本では体長の 30.6%，台湾産とニューカレドニア産の

2標本では 33.3–35.9%），第 2背鰭基底長（大島新曽根産

標本では体長の 32.8%，4標本では 33.4–34%），第 1背鰭

棘長（20.8%，21–27.1%），胸鰭長（10.5%，10.9–13.2%），

および尾柄長（10.3%，8.0–9.8%）において若干の相違が

みられた（Tang, 2020；本研究）．本種は調査標本の数が極

めて少ないことから，本研究ではこれらを本種の種内変異

の範囲内であると判断した．

大島新曽根産標本は水深 150–250 mから採集された．

本種はこれまでに水深 107–210 mから採集記録がある

（Hutchins and Matsuura, 1984; Matsuura and Tyler, 1997; Ma-

tsuura, 1999; Tang, 2020）．アズキウマヅラの国内からの採

集記録は，「分布」の項目で記述したとおりであり，これ

まで琉球列島からの本種の記録は知られていない．した

がって本研究の記載標本は，琉球列島からの本種の初めて

の記録となる．

Thamnaconus multilineatus (Tanaka, 1918)

センウマヅラハギ
（Fig. 2; Table 1）

標本　KAUM–I. 157942，体長 201.6 mm，トカラ列島横

当島沖，水深 200 m，2021年 4月 21日，一本釣り，境　昭一・

境　喜美夫．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table1

に示した．体は前後方向に長い楕円型で強く側扁する．背

縁は吻端から第 1背鰭起部まで緩やかに上昇し，第 1背鰭

起部から第 2背鰭起部までは体軸とほぼ平行となり，第 2

背鰭起部から尾鰭基底部上端にかけて緩やかに下降する．

第 1背鰭後方の背面は，浅い溝状の凹面となっている．腹

縁は下顎先端から腰骨後端の鞘状鱗まで緩やかに下降し，

そこから臀鰭起部にかけて上昇する．臀鰭起部から尾鰭基

底部下端にかけては緩やかに上昇する．吻はやや前方に突

出しており，口裂は小さく，上顎に 5本，下顎に 3本の先

端の尖った歯が並ぶ．鰓孔は裂孔状を呈し，先端は眼の前

縁下に位置し，後端は眼の中央より後方に位置する．眼と

瞳孔はともに正円形．互いに近接した前鼻孔と後鼻孔が，

眼の前縁前方に位置する．第 1背鰭起部は眼の中央直上に

位置する．第 1背鰭の第 1棘は太くて直線的で，側面のや

や後方に多数の小突起が 1列に並ぶ．第 2背鰭起部は臀鰭

起部よりも前方に位置し，第 2背鰭基底後端は臀鰭基底後

端やや前方に位置する．第 2背鰭の背縁は起部から第 5軟

条先端まで上昇し，そこから緩やかに下降する．臀鰭起部

は第 2背鰭第 9軟条直下に位置する．臀鰭の復縁は起部か

Fig. 2. Fresh specimen of Thamnaconus multilineatus (KAUM–I. 156862, 201.6 mm SL) from Yokoate-jima island, Tokara Islands, 
Satsunan Islands, Japan.
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ら第 5軟条後端にかけて下降し，そこから緩やかに上昇す

る．胸鰭基底の上端と下端はいずれも眼の中央より後方に

位置する．胸鰭は短く，後縁は丸みを帯びる．胸鰭基底上

端は口裂のやや下方に位置する．腰骨後端には左右 2対の

不動の鞘状鱗を有する．尾鰭は丸みを帯び，後縁中央部は

後方へ膨出する．肛門は正円形を呈し，臀鰭起部の前方に

位置する．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 2）—体は淡い茶色を呈する．

体側には淡い茶色の幅広い 2本の帯があり，下方の縦帯は

眼から第 2背鰭基底後端まで走り，上方の縦帯は第 1背鰭

棘の基部から第 2背鰭基底後半まで伸びる．胸鰭基底付近

から臀鰭基底と尾柄部にかけて，黄褐色の縦線が多数伸び

る．腹面は一様に茶色がかった白．肛門は黄褐色の班に囲

まれる．第 1背鰭と鞘状鱗は灰褐色を呈し，第 1背鰭鰭膜

は黄色．胸鰭，第 2背鰭，臀鰭，尾鰭の各鰭条は黄褐色を

呈し，胸鰭の鰭膜は透明，第 2背鰭，臀鰭，尾鰭の鰭膜は

白．尾鰭に模様は存在しない．虹彩は赤みがかった茶色を

呈し，瞳孔は青みがかった黒色．

分布　ミャンマー，西沙群島，東シナ海，韓国（済州
島），日本，フィリピン（パナイ島），およびインドネシ

ア（スラウェシ島）から記録されている（Randall, 2007；

山田ほか，2007; Peristiwady et al., 2011；林・萩原，2013; 

Matsuura, 2017; Myoung et al., 2018; Psomadakis et al., 2019）．

日本国内からはこれまでに相模灘，熊野灘，土佐湾，富山湾，

五島列島，および東シナ海から記録されており（林・萩原 , 

2013），本研究によって薩南諸島トカラ列島からも確認さ

れた．

備考　横当島産の標本は体側に多数の縦線をもつ
ことが Matsuura (2017）が示したセンウマヅラハギ

Thamnaconus multilineatusの特徴と一致したため本種に同

定された．

センウマヅラハギの国内からの採集記録は，「分布」の

項目で記述したとおりであり，これまで薩南諸島からの本

種の記録は知られていない．したがって，横当島産標本は，

薩南諸島からの本種の初めての記録となる．

Cantherhinesに対する標準和名ハクセイハギ属（新称）　
センウマヅラハギは従来センウマヅラハギ属 Cantherhines

に帰属されていたが（林・萩原，2013; Matsuura, 2014），

腰骨後端に不動の左右 2対からなる鞘状鱗をもつことか

ら，ウマヅラハギ属 Thamnaconusに分類された（Hutchins 

and Randall, 1982; Randall, 2007; Matsuura, 2017; Psomadakis 

et al., 2020; Fricke et al., 2021）．そのため，Cantherhinesに

適用されていたセンウマヅラハギに由来する和名「センウ

マヅラハギ属」は不適正となった．Cantherhinesのタイプ

種は Monocanthus (Cantherines) nasutus Swainson 1839［現

在 は Cantherhines sandwichiensis (Quoy and Gaimard, 1824)

の新参異名］であり，C. sandwichiensisの日本からの記録

はない．現在，日本産 Cantherhinesには，ハクセイハギ

C. dumerilii (Hollard, 1854)，メガネウマヅラハギ C. fronti-

cinctus (Günther, 1866)，およびアミメウマヅラハギ C. 

pardalis (Rüppell, 1837)の 3種が知られている．本研究で

は日本魚類学会標準和名検討委員会（2020）の条 4.2.2に

基づき，3種のなかで国内で最も広域に生息する普通種で

あるハクセイハギから Cantherhinesに対して新標準和名ハ

クセイハギ属を提唱する．

Thamnaconus tessellatus (Günther, 1880)

ゴイシウマヅラハギ
（Fig. 3; Table 1）

標本　KAUM–I. 156862，体長 255.9 mm，奄美群島奄

美大島北西の大島新曽根，水深 200 m，2021年 4月 21

日，一本釣り，境　喜美夫；KAUM–I. 158646，体長 246.4 

mm，大隅諸島硫黄島沖，水深 132 m，2021年 7月 14日，

一本釣り，田澤太我．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table1

に示した．体は前後方向に長い楕円型で強く側扁する．背

縁は吻端から第 1背鰭起部まで緩やかに上昇し，第 1背鰭

起部から第 2背鰭起部までは体軸とほぼ平行となり，第 2

背鰭起部から尾鰭基底部上端にかけて緩やかに下降する．

第 1背鰭後方の背面は，浅い溝状の凹面となっている．腹

縁は下顎先端から腰骨後端の鞘状鱗まで緩やかに下降し，

そこから臀鰭起部にかけて上昇する．臀鰭起部から尾鰭基

底部下端にかけては緩やかに上昇する．口裂は小さく，上

顎に 5本，下顎に 3本の先端の尖った歯が並ぶ．鰓孔は裂

孔状を呈し，先端は眼の前端直下，後端は眼の中央より後

方に位置する．眼と瞳孔はともに正円形．互いに近接した

前鼻孔と後鼻孔が，眼の前縁前方に位置する．第 1背鰭起

部は眼の中央直上に位置する．第 1背鰭の第 1棘はやや細

くて直線的で，側面やや後方には多数の小棘が縦に 1列に

並ぶ．第 2背鰭起部は臀鰭起部よりもわずかに前方にあり，

第 2背鰭基底後端は臀鰭基底後端直上に位置する．第 2背

鰭の背縁は起部から第 8軟条先端まで上昇し，そこから緩

やかに下降する．臀鰭起部は第 2背鰭第 6軟条直下に位置

する．臀鰭の腹縁は起部から第 7軟条後端にかけて下降し，

そこから緩やかに上昇する．胸鰭基底の上端と下端はいず

れも眼の中央より後方に位置する．胸鰭は短く，後縁は丸

みを帯びる．胸鰭基底上端は口よりも下方に位置する．腰

骨後端には左右 2対の不動の鞘状鱗を有する．尾鰭は丸み

を帯び，後縁中央部は後方へ膨出する．肛門は正円形を呈

し，臀鰭起部の前方に位置する．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 3）—体は茶色がかった灰白

色を呈し，体側背部は腹部よりもやや強く茶色がかる．体

側には瞳孔よりも小さな黒褐色の斑紋が不規則に散在す
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る．頭部と体下部では斑紋の色彩は薄くなり，腹面付近で

は消失する．第 1背鰭と鞘状鱗は灰褐色を呈し，第 1背鰭

の鰭膜は黒褐色．胸鰭，背鰭，臀鰭の各軟条は黄褐色を呈し，

鰭膜は白．尾鰭は一様に灰白色で模様は存在しない．虹彩

は金色を呈し，瞳孔は青みがかった黒色．

分布　韓国（済州島），日本，東シナ海，中国（海南島，
広東省，香港，南沙諸島），フィリピン（パナイ島），マレー

シア，インドネシア（スラウェシ島），オーストラリア北

岸，およびニューカレドニアから記録されている（Matsuura 

and Tyler, 1997; Ni and Kwok, 1999; Hutchins, 2001； 山 田

ほか，2007; Peristywady, 2008；林・萩原，2013; Li et al., 

2016; Park et al., 2017）．日本国内からはこれまでに富山湾，

相模湾，小笠原諸島，土佐湾，日向灘，鹿児島湾，宇治群

島，東シナ海大陸斜面上部，および沖縄本島から記録され

ており（Randall et al., 1997；伊串・稲村，2010；林・萩原，

2013; Iwatsuki et al., 2017；岩坪，2017；畑ほか，2018），

本研究により大隅諸島と奄美群島からも確認された．

備考　大島新曽根と硫黄島から得られた標本は，腹部
と肛門付近を除く体全体に黒褐色斑が多数散在すること，

尾鰭に模様が無いことなどの特徴が，Matsuura and Tyler 

Fig. 3. Fresh specimen of Thamnaconus tessellatus (A: KAUM–I. 156862, 255.9 mm SL, Amami-oshima island, Amami Islands, 
Satsunan Islands, Japan; B: KAUM–I. 158646, 246.4 mm SL, Iwo-jima island, Osumi Islands, Satsunan Islands, Japan).
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(1997)が示したゴイシウマヅラハギ Thamnaconus tessella-

tusの特徴に一致したため本種に同定された．ゴイシウマ

ヅラハギは体側に多数の暗色斑を有することにより，アズ

キウマヅラとサラサハギの 2種を除く同属他種と識別され

る（Matsuura and Tyler, 1997; Tang, 2020）．ゴイシウマヅラ

ハギは尾鰭に模様がなく，肛門付近に褐色斑が存在しない

ことによりアズキウマヅラと識別され（Tang, 2020），体側

の斑数が多いことや生鮮時，斑紋が黒褐色であることか

ら，斑数が少なく，黄褐色斑であるサラサハギと識別され

る（Matsuura and Tyler, 1997）．

大島新曽根と硫黄島の標本はそれぞれ水深 200 mと 132 

mから採集された．本種はこれまで水深 140–490 mから

採集された記録がある（Matsuura and Tyler, 1997；畑ほか，

2018）．ゴイシウマヅラハギの国内からの採集記録は，「分

布」の項目で記述したとおりである．奄美群島の魚類相を

網羅的に調査した Nakae et al. (2018)や本村ほか（2019），

大隅諸島三島の魚類相を調査した本村ほか（2013）におい

てもゴイシウマヅラハギは記録されていない．したがって

本研究で報告した標本は大隅諸島や奄美群島を含む薩南諸

島からの本種の初めての記録となる．
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